
















研究紀要』のひときわな重厚さに 若き院生時代や研究員時代には殊更に憧れたものである。 「いつか研究紀要 論文を書いてみたいなぁ」という思いは、私自身、焦がれる心でいちずに願ってい こと もある。
私はこれまで、拙いながら四編の論文を研究紀要に掲載していただいた。はじめて執筆させていただいた折には、
紀要を手に取って、感動のあまり涙が出るような思 であったことを覚えている。また抜刷を送っていただいた時の感激も忘れられな 。そして、もっ 忘れら なくて心 残ってい ことは、誌面 開いてはじめに目に飛び込んできた校正ミスのことである。校正ミスは、手ぬかりや遺漏の多 私には、恥ずかしいけれども つものことではあったが、その時の面目のなさと後悔はたいへんに大きなも であった。そ きっ 、 『大正大学研究紀要』 歴史の重みに対する私の申し訳なさ、済まな という思 であったろう。研究内容の はさてお て、 に対して本当に心から謝罪したのである。
さて『大正大学研究紀要』は、 現在は雑誌形態の紀要ではなくして、 大正大学機関リポジトリによる発表形態となっ
ている。インターネット社会になって、研究論文の執筆方法も く変わり、大正大学 おいても新 時代の新い研究者を輩出している。
大正大学の らなる展開も、平成二十八年度の大学創立九十周年を目前にして、すでに従来の四学部編成から地域
創生学部を新たに開設して、五学部体制へと盛り上がることになる。当然のことながら の教育を主導する
3教員も増え、大正大学の学問を支える研究もより広汎なものに、より豊富なものになることであろう。そのすぐれた研究成果を発表する中心を担うのが、まさに『大正大学研究紀要』である。大正大学の学問の広がりと深さを象徴するような、研究紀要のますますの充実した継続を心から願うのである。
